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　11月 11日（木）に兵庫県立武道館で開
催された「第36回（社）日本ＰＴＡ近畿ブ
ロック研究大会」において、地域の教育文化
の発展に貢献したとして高島市ＰＴＡ連絡協
議会が近畿ブロックＰＴＡ協議会長表彰を受
賞されました。　　　　　　（社会教育課）
＜団体の部＞
　高島市ＰＴＡ連絡協議会
＜個人の部＞
　竹脇正道さん（マキノ北小学校）
　廣瀬　恵さん（安曇川中学校）

市ＰＴＡ連絡協議会
近畿ブロック会長表
彰受賞

農業委員会会長から市長へ
農業施策等に関する建議

　11月 15日（月）に、農業委員会の橋本会長と
秋永会長職務代理者が、西川市長に「高島市農業施
策等に関する建議」を提出しました。農業委員会で
は、３つの専門分科会を設け、刻々と変化する農政
問題とその解決策を調査・研究し、毎年「建議」と
して取りまとめ、市長に対し申し出をしています。
今年は、「担い手の育成・確保」「遊休農地対策」「有
害鳥獣駆除」「主要農産物の価格安定・所得補償」「市
内での特産品づくりの提案」など多岐にわたる意見
を、市の農業政策や制度に反映されるよう申し出ま
した。　　　　　（農業委員会事務局）

防災関係各機関の連携確認
平成 22年度総合防災訓練実施

　11月７日 ( 日 ) 午前８時、震度６強の地震が高島市を襲ったとの想定
で平成22年度の高島市総合防災訓練が開始されました。市役所や各支所
では、滋賀県高島環境総合事務所、保健所および防災関係各機関と連携し、
移動系無線やデジタル地図を使用した図上訓練を行いました。
　また、新旭町新庄地区においては、自衛隊、消防署、消防団、医師会、

歯科医師会、薬剤師会、
県看護協会第7支部、
トラック協会、社会福
祉協議会および住民が
連携し、初期消火や倒
壊建物からの負傷者の救出救助、医療救護所におけ
る医療活動等の訓練を実践さながらに行いました。
　今後とも市では、災害時に役立つ効果的な防災訓
練を行って参りたいと考えています。本訓練にご参
加・ご協力いただきました皆さんに厚くお礼申し上
げます。　　　　　　　　　　　　（総合防災課）
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　高齢者の野球チームが競う県OB軟式野球秋季
大会が10月 22、23日に東近江市長山公園グラ
ウンドで行われ、高島OBクラブが春の大会に続
き４強入りしました。高島OBクラブは、60歳代、
70歳代を中心に野球好きなメンバーが集まり平
成 22 年 3月に発足したチームで、最高年齢は
79歳。「生涯健康　生涯感動　生涯野球」をキャッ
チフレーズに、県大会優勝を目標に健康に気遣い
ながら練習を続けておられます。　（企画広報課）

　地域づくりのために交付される（財）自
治総合センターの「平成22年度コミュニ
ティ助成金」を受け、北船木区（安曇川地
域）と弘川区（今津地域）で御輿の修繕を
実施されました。
　この事業はコミュニティの健全な発展を
図るとともに、宝くじの普及広報活動を行
うもので、コミュニティ活動に必要な施設
または設備の整備に関する事業に助成され
ます（市民活動支援課）

弘川区（今津地域）

北船木区（安曇川地域）

元気な高齢者が野球で活躍！
高島OBクラブ

　通学などで自転車を頻繁に利用する高校生を対
象に自転車交通安全教室が、11月 17日（水）
安曇川高校で行われました。この教室は、交通事
故の危険性を認識するとともに、交通安全に関す
る意識を持ってもらうために、スタントマンが実
際の交通事故を再現するというもので、当日は、
高校１年生約２４０人が様々な事故の実演から、
それぞれの事故原因と対処方法を学びました。
　市内で交通事故発生件数の約１割が自転車に関
連する事故です。自転車に乗るときは車道の左側
を一列で走る、乗車中には携帯電話や音楽プレー
ヤーを使用しないなど、交通ルールとマナーを
しっかり守るようにしましょう。
　　　　　　　　　　　　　　　（交通対策課）

スタントマンがリアルに再現
事故の危険性実感する交通安全教室

　滋賀県から「びわ湖・里山観光振興特区」の特
区事業者として、平成19年度から認定を受け、
安曇川町泰山寺などで先駆的なグリーンツリズム
活動を展開している「（有）ブルーベリーフィー
ルズ紀伊國屋」さんが、毎日新聞社主催の「グリー
ンツーリズム大賞2010」で大賞に選ばれまし
た。　　　　　　　　　　　　　（観光振興課）

紀伊國屋さん
グリーンツーリズム
大賞受賞

宝くじの収益が、
コミュニティ活動に
役立てられています


